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研究の動機

• 温暖化の危機に直面してアノミー症状が見られる
Lovelock「帰還不能地点を超えてしまった、持続可
能な撤退を」

• 一方で「時は来たれり」＝「しかたがない」との概念
は最も強い動機付けになりうる

• 来るピークオイル危機(あるいは安い石油の時代は
終わったとのコンセンサス)をテコにして初めて、社
会は温暖化対策に取り掛かれるだろう

• その上で、さまざまな副作用を相互に評価すること
で、全体像を概観したい
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ピークオイル問題とは何か

• 石油資源に関する『成長の限界』(ローマクラ
ブレポート)の再論

• 欧米での論争：
ハバートの56年の予言は米国について的中
1998年頃から2005年までで論点は固まり、危
機管理のフェーズに入りつつある

• 日本での論争は不発:日本版の「不都合な真
実」になりつつある
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"石油は歴史的な高騰の３年目に入っている。インフレ
調整を施した後でもイランのイスラム革命後の1980年代と同
じくらい高い。

• そして過去のエネルギー危機と異なり、世界の石油
供給に大きな障害がなかったのにこの急騰は起こっ
た。

• 何が起こっているのかはかなり明白だ
　－経済成長が地質学と衝突しているのだ。

• 需要が急拡大し供給がせいぜい緩やかにし
か成長しなければ、当然高値になる。"



石油価格は歴史的な高騰

平成18年度エネルギー白書より





ウェッジ(クサビ):ギャップを埋めるためには即効薬が必要。
それでも数年以上のリードタイムが要るため、ピーク以前の危機
管理プログラム開始が必須。
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「世界的な石油生産ピークについて: 
その衝撃、緩和、そしてリスク管理
について」

米エネルギー省の要請でハーシュらがまとめ
た報告書。2005年２月発表
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影響（単位：
百万バレル／日）

これまでにないリスク管理問題である。実効性のある緩和策は存在するが、 ピーク
が訪れる前、少なくとも10年以上前に取り組みを始めなければならない」

対策が講じられてからの年数


